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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成25年4月4日(2013.4.4)

【公表番号】特表2012-518375(P2012-518375A)
【公表日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-031
【出願番号】特願2011-549655(P2011-549655)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｆ１６Ｈ  25/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ   7/06    　　　Ａ
   Ｆ１６Ｈ  25/20    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月12日(2013.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リニヤアクチュエータであって、
　長さ方向の軸を中心に回転可能に取り付けられた、ねじ部を有する送りねじ部材と、
　前記送りねじ部材の前記ねじ部とねじ係合されるねじ部を有する駆動ロッドであり、前
記送りねじ部材の前記長さ方向の軸とほぼ一致する又は平行な軸を有し、この軸に沿って
長さ方向に移動できるように、かつ前記送りねじ部材との間で相対的に回転できるように
取り付けられた駆動ロッドと、
　前記駆動ロッドの周りに設けられたシースと、
　前記送りねじ部材の前記軸とほぼ同軸に配置された、ギヤを有するギヤコラムであり、
前記ギヤを介して駆動力が加えられることにより回転でき、前記ギヤコラムが回転するこ
とにより、前記送りねじ部材を前記駆動ロッドに対して回転させ、この駆動ロッドを延ば
し及び／又は引っ込めるように、前記送りねじ部材に接続されているギヤコラムと、
　を備えていることを特徴とするリニヤアクチュエータ。
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